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◇大学地域連携事業 「健康相談 イベ ン ト」
[は じめ に]
　近年、 医療 ・介護 ・福祉制度 を取 り巻 く状況 は大 き く変容 し、介護保険費用 の倍増や、居宅
サー ビス受給者 の増 加、要介護 度2以 下 の軽度者 の増加等 によ り、2008年 には障害報酬 と介護
保 険制度 の見直 しが行われ、健 康問題 が注 目されてい る。特 に、脳血管疾患や認知症 による寝
た き りな どの要介護状態 は本人 および介護 の人 に多大の犠牲 を伴 わせ、 ひいては経済活動 さえ
も低下 させ る原因 とな って いる。
　 また、平成22年 度 の国民生活基礎調査 によると、 要介護状 態 に陥 る原 因の第1位 は脳血管疾
患、第2位 が認知症 であるが、第4位 に骨 折 ・転倒 と第5位 に関節疾患 が挙 げ られてお り、多
くの高齢者が運動器 に障害を持 ってい ることがわか る。 中で も特 に重要 なのは骨粗懸症 である。
2006年 におけ るわが国の骨 粗籟 症患者 数 は約780万 ～1,100万 人で あると推定 されて いる。年齢
とともに有病率 が増加す る骨粗懸症患者数 は、高齢化が進んで いるわが国においては今後 も増
加す る ことが見込 まれる。
　 運動器 の障害 が高齢 者のQOLを 著 しく障害 してい るのは明 らかであ り、高齢者 のQOLの 維
持増進 や健康寿命 の延伸、 医療費 の低減 のためには、運動器障害の予防が緊急 の課題 であ る。
高齢者 では運動器機能低下 によ る転倒 の際 の反応速度 の遅延や、骨粗霧 症 による骨強度 の低下
によ り、骨折 リス クが高 ま ってい る。 その原 因を少 な くす るために も、病気 に陥 らない一次 予
防は大 きな課題 であ る。
　 2006年 介護 保険法改正 に伴 い、「口腔機能 向上支援」、 「運動器 の機能 向上支 援」 を含 む介護
予 防重視型施策 が実施 され ることにな り、 咀噛 ・嚥下機能 や運動器機能の維持 ・向上 は高齢者
の重要 な健康 問題 と して位置 づ けられてい る。
　 さらに、高齢者 の 「食」 の問題 は多 岐にわた ってお り、調理 ・食事 内容の充実 とと もに食品
購入 の困難性 な ど、 高齢期特有 の生活環境 に基 づ く問題 が内在 している と思われ る。特 に要介
護者 の 「食」 は、家 族やヘルパ ーの調理能力 や栄養 の知識 によ って大 き く左右 され るため、介
護現場 にお いて、調理を含 む栄養 管理 に関す る知識 ・技能習得 へのニーズは相 当に高 いのが現
状 であ る。 また、高齢者 にとって食べ ることは健康 の維 持だ けでな く、生活 の中の楽 しみ のひ
とつで ある。
　 そ こで、都 市部高齢地域 社会 で ある東山区 にお ける 「高齢期 の食 のケア活動」 を踏 まえ て、
高齢者 の 「食」 に関す る相談や ケアを実施 した。
[実施 内容]
　現代 では、家族以外 の高齢者 と接す る機会 はほ とん どないた め、 高齢者 が参加 す るイベ ン ト
に一緒 に参加す ることで、高齢者 の様子 を観察 させ ていただ き、高齢者 の実 態を把握す ること
とした。 また、簡便 に測定す ることができるヘモグ ロビン値 と骨密度 の測定を行 うことで、 高
齢者 の身体状況 について現状 を把握 し、支援方法 の検討 を行 うことを 目的 と した。
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◇第　 1　 回
① 実　施　 日:2011年2月24日 　 9:00～12:00
②開 催 場 所:東 山区粟田地 区地域包括支援 セ ンター
③ 対　 　　象:粟 田地 区の高齢者 　約20名
④ 内　 　 　容:貧 血検査、 骨密度検査、健康相談
◇第　 2　 回
① 実　施　 日:2011年4月21日 　 9:00～12:00
② 開 催 場 所:京 都市立 弥栄中学校
③ 対　　 　象:弥 栄学 区健康 す ごやか学級参加 の高齢者 　約40名
④ 内　 　 　容:貧 血検査、骨密度検査、健康相談
◇ 第　 3　 回
①実 　施　 日:2011年11月3日 　 10:00～16:00
② 開 催 場 所:京 都女子大学
③対 　　 　象:京 都女子大 学藤花祭　健康相談 イベ ン ト参加者　約270名
④ 内　 　 　容:貧 血検査、骨密度検査、健康相談
◇第　 4　 回
①実　施　 日:2011年11月21日 　 9:30～13:30
② 開 催 場 所:京 都市立 弥栄中学校
③ 対　　 　象:弥 栄学 区健康 す ごやか学級参加者 の高齢者 　約30名




　栄養 ク リニ ック指導教員が相談 を受 け、測定 は毎回学生 ボラ ンテ ィア各4名 が担当 した。
　貧血検査 や骨密度検査 の結果 につ いて説 明 し、貧一血と判定 された方 には 「貧血 改善 の食事」、
骨密度 が低 か った方 には 「骨元気 の レシピ集(財 団法人　骨粗懸症財 団)」 を配布す ることで、
食生活 の支援 を行 った。女性 の参加者 が多 か った こともあ り、 レシピの配布 は喜 ばれた。 また
第4回 目の健康相談 イベ ン トで は、 「高齢者の食事 レシ ピ集」 を配布 した。
[考　 　察]
　今 回の イベ ン トで は、早 め に開催場 所 に行 ったが、貧血検査 や骨密度検査 ができる と楽 しみ
に してお られ る方がすで にた くさん待 ってお られた。 そのため、今 回の ように簡便 に 自分 の身
体状況 を測定で きて、健康相談 もで きるイベ ン トを開催 す ることはとて も良か ったよ うに思 わ
れ る。
　 しか し、参加者 は圧倒的 に女性が多 く、男性 は2～3名 程度で あったので、女性 の方 々が活
動的だ とい うこともあるが、男性 も参加 して みたいと思われ るようなイベ ン トを開催す ること
も大切 だ と考 え られ る。 また、高齢者 は人 との会話 をとて も楽 しみ に してお られたので、高齢
者 と接す る際は、話 を しっか りと聞いてあげるこ とが とて も大切 だと感 じた。
　測定 の結 果、大部分 の方 は骨 密度がYAM(若 年成人平均値)よ りもか な り低 か った。骨密
度 の低下 は骨折、 さらには寝 た き りの原 因 とな って しま うので、管理栄養士 として は、骨密度
を高 め るためにカル シウムの摂取 を高 め る食生活 の支援が必要 だ と考 え られた。そ こで、4回
目の時には栄養 ク リニ ック編集 の 「高齢者 の食事 レシピ集」 を作成 し、配布 した。毎年続 けて
ほ しい と言 う要望 が多 くあ った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (宮崎 由子)
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